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佐潟・赤塚フォトコンテスト 結果発表
　１月末まで募集していた同コンテストの受賞者が決定しました。佐潟部
門75点、赤塚部門25点の応募の中から、西区長などによる審査で、各部
門グランプリ１点、優秀賞３点、入選６点が決まりました。今号では、そ
の作品の一部を紹介します。
　受賞作品は、区ホームページや巡回展示で公開するほか、区の魅力発信
のため、チラシなどの印刷物に使用します。

講評　佐潟の雄大さ、角田・弥彦の両山と砂丘、手前
の潟舟と奥行きのある安定した構図です。佐潟の自然
湖をよくとらえています。
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期間（最終日は正午まで） 会場
２月22日（金）～３月８日（金）※ 新潟ふるさと村 アピール館
３月９日（土）～３月20日（水） 佐潟・水鳥湿地センター
３月21日（祝）～４月５日（金） アピタ新潟西店 １階通路

※２月27日（水）は、工事のため観覧できません

巡回展示

問い合わせ
西区 地域課 文化・スポーツ担当

（☎025-264-7193）
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講評　一目でこれが赤塚だ
とわかるいい情景です。バ
ランスよく無駄のない構
図、人物の位置、その動き
と緑の色。葉タバコ畑の雄
大さを感じます。
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佐潟部門
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　佐潟や赤塚地域には、受賞作品のような四季折々の自然や文化など、たく
さんの魅力があります。ぜひ実際に訪れ、一押しの魅力を探してみてください。
　佐潟では、２月末ごろまでハクチョウをはじめとした冬鳥を観察すること
ができます。佐潟水鳥・湿地センターや野鳥に詳しいボランティア解説員に
よる「佐潟探鳥散歩」をご活用ください。

ぜひ佐潟・赤塚へお越しください！

赤塚部門

◆佐潟水鳥・湿地センター（赤塚5404番地１）
開館時間　午前９時～午後４時30分（２月末まで土曜・日曜のみ午前７時開館）
休館日　 月曜日（祝日の場合は翌日）
◆佐潟探鳥散歩　直接同センターへお越しください。
日時　2月23日（土）午前７時30分～９時




